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参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果 

  

７
月
11
日
（
日
）に
行
な
わ
れ
た
参
議
院
議
員
選

挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
有
権
者
数
】
（
東
京
都
選
出
） 

 

《
父
島
》
１
５
９
０
人 

 

 

《
母
島
》
３
６
１
人 

 

《
合
計
》
１
９
５
１
人 

【
投
票
率
】
（
東
京
都
選
出
） 

 

《
父
島
》
54
・
02
％ 

 

《
母
島
》
64
・
26
％ 

 

《
合
計
》
55
・
92
％ 

【
得
票
数
】 

 

《
東
京
都
選
出
》 

 
 

江
木 

さ
お
り 

 
 
 

８
票 
 
 
 

 

 
 

松
田 

公
太 

 
 
 

 

93
票 

 
 

石
原 

結
實 

 
 
 
 

５
票 

 
 
 

 

 
 

東
海 

ゆ
き
子 

 
 

 

54
票 

 
 

さ
か 
あ
き
と
し 

 
 

１
票 

 
 
 

 

 
 

マ
ッ
ク 
赤
坂 

 
 
 

０
票 

 
 

和
合 

秀
典 

 
 
 
 

２
票 

 
 
 

 

 
 

山
田 

宏 
 
 
 
 

 

14
票 

 
 

小
倉 

あ
さ
子 

 
 

 

22
票 

 
 
 

 

 
 

や
な
い 

筆
勝 

 
 
 

４
票 

 
 

小
池 

あ
き
ら 

 
 

 

91
票 

 
 
 

 

 
 

沢
田 

哲
夫 

 
 
 
 

１
票 

 
 

う
み
じ
こ
う
た
ろ
う 

 

12
票 

 
 
 

 

 
 

佐
野 

秀
光 

 
 
 
 

７
票 

 
 

森
原 

秀
樹 

 
 
 

 

27
票 

 
 
 

 

 
 

竹
谷 

と
し
子 

 

１
２
３
票 

 
 

中
川 

ま
さ
は
る 

１
３
５
票 

 
 
 

 

 
 

小
川 

敏
夫 

 
 
 

 

96
票 

 
 

蓮
舫 

 
 
 
 
 

３
３
０
票 

 
 
 

 

 
 

田
中 

博
子 

 
 
 
 

６
票 

 
 

姫
治 

け
ん
じ 

 
 
 

３
票 

 
 
 

 

 
 

松
本 

み
の
る 

 
 
 

１
票 

 
 

小
川 

昇
志 

 
 
 
 

２
票 

 
 
 

 

 
 

マ
タ
ヨ
シ 

光
雄 

 
 

１
票 

 
 

無
効
投
票 

 
 
 
 

 

52
票 

 

《
比
例
代
表
選
出
》 

※
候
補
者
名
で
の
投
票
分
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

幸
福
実
現
党 

 
 
 

 

６
票 

 
 
 

み
ん
な
の
党 
 

 

１
３
９
票 

 
 
 

民
主
党 
 
 
 

 

３
５
０
票 

 

 
 
 

女
性
党 
 
 
 
 
 

14
票 

 
 
 

自
由
民
主
党 

 
 

２
２
４
票 

 

 
 
 

新
党
改
革 

 
 
 
 

21
票 

 
 
 

社
会
民
主
党 

 
 
 

48
票 

 

 
 
 

た
ち
あ
が
れ
日
本 

 

28
票 

 
 
 

日
本
創
新
党 

 
 
 

10
票 

 

 
 
 

国
民
新
党 

 
 
 
 

15
票 

 
 
 

公
明
党 

 
 
 

 

１
２
１
票 

 

 
 
 

日
本
共
産
党 

 
 
 

86
票 

 
 
 

無
効
投
票 

 
 
 
 

27
票 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
期 

 

平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普
通

徴
収
第
１
期
納
期
限
は
、
８
月
31
日
（火
）で
す
。
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

対
象
者
は
、
７
月
下
旬
に
お
送
り
し
た
納
入
通
知

書
で
、
「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
保
険
料
の
記
載
が
あ 

り
、
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
た
方
で
す
。 

な
お
、
普
通
徴
収
で
も
口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込

み
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
納
付
書
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。
引
落
し
予

定
日
（８
月
31
日
（
火
）
）の
口
座
の
残
高
不
足
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

     

村
民
税
・
都
民
税
の
納
期 

 

村
民
税
・
都
民
税
の
第
２
期
の
納
期
限
は
、
８
月

31
日
（火
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 口

座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
し
込
ま

れ
て
い
る
方
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

ア
ナ
ロ
グ
Ｔ
Ｖ
に
よ
る 

Ｎ
Ｈ
Ｋ❘

Ｂ
Ｓ
放
送
の
視
聴 

  

次
の
日
時
か
ら
、
村
内
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
利
用
し

た
有
線
テ
レ
ビ
放
送
に
お
い
て
、
従
来
（本
年
６
月

30
日
以
前
）と
同
じ
よ
う
に
ア
ナ
ロ
グ
Ｔ
Ｖ
で
Ｎ
Ｈ 

Ｋ-

Ｂ
Ｓ
放
送
（
Ｂ
Ｓ
１
お
よ
び
Ｂ
Ｓ
２
に
限
る
）が

視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

な
お
、
視
聴
す
る
に
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】
８
月 

６
日
（金
）午
後
１
時
よ
り 

【
母
島
】
８
月
13
日
（金
）午
後
１
時
よ
り 

【
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
】 

 

《
Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
１
》 

９
チ
ャ
ン
ネ
ル 

 

《
Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
２
》
11
チ
ャ
ン
ネ
ル 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
西
東
京
営
業
セ
ン
タ
ー 

 

０
４
２
―
５
２
８
―
６
０
０
０ 
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ﾀﾞﾑ 貯水率 

7/28現在 

父島 

98.6/100 

母島 

93.8/100 

 

６月気象状況   （父島） 

最高気温   30.5℃ 

最低気温   20.6℃ 

平均気温   25.0℃ 

平均湿度   85％ 

月降水量  104.5mm 

住民基本台帳登録者数（７/1）  
 

 

             2,474人 
 

 

             父島      母島   
 
 

  人口      2,017人   457人 
 

 

 

  世帯      1,097    242 

ＮＯ．５７２ 
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村村民民だだよよりり 
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国
勢
調
査
の
実
施 

 
本
年
10
月
１
日
に
「
平
成
22
年
国
勢
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。 

こ
の
調
査
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

を
対
象
に
行
う
人
口
や
世
帯
に
つ
い
て
の
調
査 

 

で
、
大
正
９
年
か
ら
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

調
査
の
結
果
は
様
々
な
場
面
で
利
用
さ
れ
ま
す 

が
、
と
り
わ
け
今
回
の
国
勢
調
査
は
、
少
子
高
齢 

 

化
、
就
業
・
雇
用
な
ど
の
実
態
を
地
域
ご
と
に
明
ら

か
に
し
、
日
本
が
直
面
し
て
い
る
重
要
課
題
に
対
す

る
施
策
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
統
計
デ
ー
タ
を
提

供
す
る
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
な
ど
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

こ
の
巡
回
診
療
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
ペ
ッ
ト
の
正

し
い
飼
い
方
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
９
月
２
日
（木
）ま
で 

【
診
療
日
程
】
９
月
５
日
（日
）、
６
日
（月
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

 

○
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 
 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５  

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「
野

ネ
コ
対
策
事
業
」
を
、
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に

は
捕
獲
に
必
要
な
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。

建
設
水
道
課
又
は
、
母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

８
月
31
日
（火
）〜
９
月
５
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

も
っ
と
身
近
に
小
笠
原
展 

 

小
笠
原
諸
島
の
自
然
や
生
活
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
「
も
っ
と
身
近
に
小
笠
原
展
」 

 

が
、
小
笠
原
展
実
行
委
員
会
に
よ
り
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。 

 

上
京
さ
れ
る
折
に
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。 

【
日
時
】
８
月
５
日
（木
）〜
８
日
（日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
７
時 

(

最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で) 

【
場
所
】
銀
座
文
祥
堂
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル 

 
 
 
 
 

東
京
都
中
央
区
銀
座
３-

４-

12 

【
入
場
料
】
無
料 

【
内
容
】
小
笠
原
の
地
理
・
歴
史
、
自
然
と
世
界
遺

産
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
生
活
と
文
化
、
島
の

小
中
高
生
が
撮
影
し
た
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
な

ど
の
展
示
や
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
ア
カ

ギ
で
作
る
お
箸
（
は
し
）
づ
く
り
や
ア
カ
ポ
ッ

ポ
の
折
り
紙
づ
く
り
な
ど
も
行
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
展
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
６
６
―
３
５
３
９ 

 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会
の
結
果 

 

６
月
10
日
に
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
生
産
品

質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

審
査
は
、
出
品
者
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
し
た

後
、
形
、
色
づ
き
、
揃
い
、
傷
の
有
無
お
よ
び
熟
度

な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
総
合
評
価
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
高
評
価
を
得
た
次
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

【
金
賞 

小
笠
原
村
長
賞
】 

 

藤
谷
農
園
（母
島
） 

【
銀
賞 

小
笠
原
支
庁
賞
】 

 

比
企
農
園
（母
島
） 

【
銅
賞 

農
協
組
合
長
賞
】 

 

友
野
農
園
（父
島
） 

【
特
別
賞 

農
協
父
島
支
店
長
賞
】
松
本 

均
（母
島
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

 
 

（
産
業
観
光
課
内
） 

 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

小
笠
原
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
の
今
後 

  

小
笠
原
村
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
小
笠
原
村
観

光
協
会
に
「
集
客
対
策
事
業
」
を
委
託
し
、
協
会
内

に
小
笠
原
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
を
設
け
、
旅
行
会
社
へ
の

ツ
ア
ー
造
成
の
お
手
伝
い
や
現
地
受
け
入
れ
業
務
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
都
内
に
観

光
局
的
な
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
情
報

を
携
え
て
旅
行
会
社
や
マ
ス
コ
ミ
、
学
校
、
個
人
な

ど
、
幅
広
く
営
業
に
回
る
ス
タ
ッ
フ
を
置
く
こ
と
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
受
託
者
で
あ
る
小
笠
原

村
観
光
協
会
に
よ
る
直
接
旅
行
手
配
等
を
行
う
業
務

は
終
了
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

と
は
言
え
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
無
に
し
な
い
た

め
に
も
、
全
国
の
旅
行
会
社
と
の
つ
な
が
り
か
ら
対

応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
い
た
る
ま
で
の
様
々
な
情
報
を
受

け
継
ぎ
た
い
と
い
う
事
業
者
が
あ
れ
ば
、
個
別
相
談

や
今
後
の
事
業
説
明
等
に
応
じ
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
９
月
に
は
説
明
会
も
実
施
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
を
く

だ
さ
い
。 

ま
た
来
年
度
以
降
の
事
業
実
施
体
制
案
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
も
お
受
け
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 
 

小
笠
原
村
観
光
協
会
小
笠
原
ツ
ア
ー
デ
ス
ク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
８
７ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
８
月
10
（火
）午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》 

０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
６
月
22
日
〜
７
月
４
日 

○
硫
黄
島
掃
海
訓
練
視
察 

○
小
笠
原
地
区
テ
レ
ビ
放
送
難
視
聴
解
消
事
業
運

営
協
議
会
出
席 

○
東
京
都
漁
港
漁
場
協
会
総
会
出
席 

○
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
関
連
工
事
箇
所
視
察 

○
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
事
前
説
明
会
出
席 

 

等 
 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

    

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
８
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
８
月
２
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

 
 
 
 
 
 

 

30
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 
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【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

国
有
林
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
13
日
（金
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証
な
ど
）、
③
11
枚
綴

り
の
「村
民
の
皆
様
へ
」
（※
） 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
に

新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
、
村
役
場
村
民
課
ま
た

は
母
島
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
お
持
ち
で

な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
年
間
入
林
申
請
（
年
間
パ
ス
）
を
受
け
て
い
る
方 

は
、
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
利
用
講
習
会 

（
新
規
・
更
新
）の
開
催
の
お
知
ら
せ 

 

小
笠
原
村
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
で
陸
域
（国
有

林
）を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
平
成
20
年
９
月
か
ら

利
用
講
習
の
受
講
お
よ
び
入
林
申
請
等
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

新
規
は
、
こ
れ
ま
で
利
用
講
習
会
を
受
講
さ
れ
て

い
な
い
方
で
今
後
、
陸
域
（国
有
林
）を
利
用
す
る
ガ

イ
ド
業
お
よ
び
環
境
教
育
の
指
導
者
な
ど
が
対
象
で

す
。 更

新
は
、
講
習
終
了
証
の
有
効
期
間
が
平
成
22
年

９
月
29
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
ガ
イ
ド
業
お
よ
び

環
境
教
育
の
指
導
者
な
ど
が
対
象
で
す
。 

い
ず
れ
の
講
習
会
も
９
月
中
旬
か
ら
下
旬
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
村
民
だ
よ

り
９
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

平
成
23

年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村
に 

１
年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

【
時
期
】
９
月
22
日
（水
）〜
10
月
15
日
（金
） 

 
 
 

（こ
の
期
間
の
う
ち
夜
間
６
日
間
程
度
） 

※
こ
の
日
程
の
ほ
か
に
、
１
日
現
地
講
習
が
あ
り

ま
す
。 

【
受
講
料
】
４
２
０
０
円 

【
申
込
用
紙
配
付
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

【
申
込
用
紙
配
付
期
間
】 

８
月
23
日
（月
）〜
９
月
６
日
（月
） 

【
申
込
締
切
】
９
月
６
日
（月
）
午
後
５
時
15
分 

【
そ
の
他
】 

 
 

申
込
人
数
に
よ
り
、
実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
の
新
規
認
定
講
習
に
つ
い

て
も
受
講
希
望
者
数
の
減
少
に
よ
り
開
催
の
困

難
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
希
望
さ
れ
る
方
は
今
回

受
講
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
２
―
２
１
２
３ 

自
衛
官
募
集 

 

【
募
集
種
目
】
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
） 

【
対
象
年
齢
】
18
歳
以
上
27
歳
未
満 

【
受
付
期
間
】 

 

《
男
子
》
通
年 

 

《
女
子
》
８
月
１
日
（日
）〜
９
月
10
日
（金
） 

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部 

 
 

大
田
出
張
所 

０
３
―
３
７
３
６
―
４
２
７
１ 

 

東
京
都
職
員
（海
技
）の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
数
】
海
技 

１
名 

【
業
務
内
容
】 

漁
業
調
査
指
導
船
「
興
洋
」
の
機
関
業
務
等 

【
勤
務
場
所
】
小
笠
原
水
産
セ
ン
タ
ー 

【
応
募
資
格
】 

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
40
歳

未
満
で
海
技
従
事
者
免
許
を
有
す
る
方
、ま
た
は

当
該
業
務
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
方
。 

【
申
込
締
切
】
８
月
13
日
（金
） 

※
詳
し
く
は
、
小
笠
原
支
庁
で
配
布
す
る
採
用
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
庶
務
係 

２
―
２
１
２
１ 

 

高
圧
ガ
ス
・
液
化
石
油
ガ
ス 

 

国
家
試
験
（筆
記
試
験
） 

 

【
試
験
日
】
11
月
14
日
（日
）午
前
９
時
30
分
〜 

【
試
験
会
場
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
受
験
願
書
受
付
】 

８
月
23
日
（月
）〜
９
月
３
日
（金
） 

 
 

受
験
願
書
に
記
載
の
担
当
事
務
所
に
て
受
付

（当
日
消
印
有
効
） 

※
支
庁
で
は
受
付
を
し
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ 

い
。 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付
も
実
施
し
ま
す
。
詳

細
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先
・
受
験
願
書
配
付
場
所 

 

 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

２
―
２
１
２
２ 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 

http:/
/w

w
w
.khk

.or.jp 
 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
小
笠
原
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０ 

「
さ
ざ
ん
く
ろ
す
」
体
験
航
海
の
ご
案
内 

 【
日
時
】 

 
 

８
月
21
日
（土
）（予
備
日
８
月
22
日
（日
）） 

 
 
 
 
 

午
前
の
部 

９
時
〜
11
時
30
分 

 
 
 
 
 

午
後
の
部 

１
時
30
分
〜
４
時 

 

※
１
回
約
30
分
の
乗
船 

 
 
 
 
 
 

 

【
乗
船
場
所
】
父
島
二
見
港
物
揚
げ
場
岸
壁 

【
乗
船
人
数
】
約
60
名
（
午
前
・
午
後 

各
30
名
） 

【
乗
船
受
付
】
父
島
二
見
港
物
揚
げ
場
特
設
会
場 

 
 
 
 
 

午
前
の
部 

８
時
50
分
か
ら(

先
着
順) 

 
 
 
 
 

午
後
の
部 

１
時
20
分
か
ら(

先
着
順) 

【
乗
船
要
項
】
詳
細
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

 

◎
海
上
保
安
官
募
集 

(

海
上
保
安
大
学
校
・
学
校
学
生) 

 【
受
付
期
間
】
７
月
20
日
（火
）〜
８
月
３
日
（火
） 

【
第
１
次
試
験
日
】
９
月
26
日
（日
） 

【
採
用
人
数
予
定
】 

《
海
上
保
安
大
学
校
》
約
45
名 

《
海
上
保
安
学
校
》 

 

約
１
７
０
名 

※
募
集
要
項
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

 
 
 

２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 

 

 
 

小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
５
８
７ 
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平
成
22
年
度
地
域
振
興
に
係
る 

人
材
育
成
事
業
の
実
施 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
に

お
い
て
事
業
に
従
事
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
や
、
島
に

貢
献
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
メ
ン
バ
ー
の

技
術
や
知
識
な
ど
を
向
上
さ
せ
る
等
の
人
材
育
成
を

目
的
と
し
た
事
業
計
画
を
募
集
し
、
応
募
者
と
公
社

が
協
同
で
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

【
支
援
の
対
象
と
な
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（
島
し
ょ
地
域
在
住
者
）
の
組 

織
、
団
体
や
グ
ル
ー
プ 

○
公
社
が
支
援
す
る
団
体
と
し
て
相
応
し
い
団
体

（地
方
公
共
団
体
は
除
く
。
） 

 

【
支
援
の
対
象
と
な
る
計
画
】 

○
島
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
計
画
を
幅

広
く
募
集
し
ま
す
。 

○
計
画
例
は
、
役
場
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

【
申
込
か
ら
事
業
終
了
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

 

《
募
集
期
間
》
８
月
３
日
（火
）〜
９
月
30
日
（木
） 

  
    

    
   

    
    

    
    

   
    

    
 

《
審
査
・
採
択
》 

 
 
 

平
成
22
年
11
月
・
公
社
運
営
検
討
委
員
会 

  
    

    
   

    
    

    
    

   
    

  

《
事
業
実
施
》
平
成
23
年
３
月
末
ま
で 

事
業
終
了
に
あ
た
り
、
受
講
者
、
団
体
お
よ
び

公
社
は
レ
ポ
ー
ト
と
報
告
書
を
共
同
作
成
し
ま
す
。 

 

【
事
業
の
実
施
】 

採
択
さ
れ
た
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
団
体
と
公

社
で
詳
細
を
協
議
し
て
実
施
案
を
検
討
し
ま
す
。 

 

【
そ
の
他
】 

詳
細
は
、
役
場
に
備
え
付
け
の
募
集
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。  

 

●
問
合
せ
先 

（
財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
業
務
課 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

  

第
３
回 

伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島 

 
 

 
    

    
    

    
    

     
    

    
    

    
    

    
   

観
光
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

 

東
京
の
海
洋
財
産
で
あ
る
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸

島
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
と
と
も
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
キ
ャ
ッ
チ
コ 

ピ
ー
を
も
っ
た
ポ
ス
タ
ー
を
広
く
一
般
か
ら
公
募
す

る
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。 

応
募
方
法
や
コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細
に
つ
い
て 

 

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
締
切
】
11
月
12
日
（金
）必
着 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

http://w
w
w
.islands-net.m

etro.tokyo.jp/ 
 

●
問
合
せ
先 

 

観
光
ポ
ス
タ
ー 

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
２
３
９
―
２
１
１
１ 

 

島
嶼
会
館 

休
館
日
お
よ
び
年
末
年
始
営
業 

 

島
嶼
住
民
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
当
会
館
を
ご
利
用

下
さ
い
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
館
は
、
年
末
年
始
も
営
業
し
て
お
り
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
設
備
点
検
】
11
月
27
日
（土
）正
午
〜
28
日
（
日
）

午
後
１
時
ま
で
の
１
日
間
は
、
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 
 

島
嶼
会
館 

０
３
―
３
４
３
７
―
３
０
６
１ 

 

小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典 

 

平
成
22
年
度
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典
を

次
の
と
お
り
挙
行
し
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
15
日
（日
）午
後
５
時
〜 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
15
日
（日
）午
前
11
時
45
分
〜 

 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 
 

母
島
事
務
局 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
８
８ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
８
月
27
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い 

※
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
20
日
（金
）午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
21
日
（土
）午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

※
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く 

※
次
回
は
、
10
月
の
予
定
で
す
。 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５  

小
笠
原
母
島
観
光
協
会
職
員
募
集 

 

母
島
の
観
光
に
興
味
と
意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

【
募
集
人
数
】
１
名 

【
応
募
期
間
】
８
月
１
日
（日
）〜
31
日
（火
） 

【
業
務
内
容
】
観
光
案
内
、
一
般
事
務
、
そ
の
他 

 

●
問
合
せ
小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

３
―
２
３
０
０ 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
 
 
 

３
―
２
２
０
０ 

 
 
 
 
 

メ
ー
ル 

 
 
in
fo
@h
ah
aji

ma
.c
om 

 

ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

・
ス
イ
ム
の
自
主
ル
ー
ル 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
イ
ル
カ
の
生
息
環
境
に

配
慮
し
、
お
客
様
に
安
全
な
ツ
ア
ー
を
提
供
す
る
為

に
、
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
の
自
主

ル
ー
ル
を
設
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

世
界
で
も
有
数
の
恵
ま
れ
た
イ
ル
カ
の
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
守
る
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

① 

ひ
と
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船 

 

は
、
船
の
大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。 

（
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
み
の
場
合
も
含
ま
れ
る
） 

② 

２
隻
以
上
の
船
が
ひ
と
つ
の
群
れ
に
バ
ッ
テ
ィ 

ン
グ
し
た
場
合
は
、
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
回 

数
を
１
隻
に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。 

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
ま
で
可
能
と
い
う
こ
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と
で
は
な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他

船
へ
の
配
慮
を
考
え
る
こ
と
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

２
―
２
５
８
７ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
盆
踊
り
練
習
会 

 

今
年
も
恒
例
の
盆
踊
り
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

踊
り
の
輪
に
入
っ
て
踊
り
た
い
け
れ
ど
、
振
り
付
け

が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
か
ら
、
本
番
前
の
肩

慣
ら
し
と
い
う
方
も
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

参
加
さ
れ
た
方
に
は
記
念
に
「
盆
踊
り
マ
ス
タ
ー

認
定
証
」
を
発
行
し
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
10
日
（火
）、
11
日
（水
） 

午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 
 
 
 

（
雨
天
時 

船
客
待
合
所
） 

 

◎
盆
踊
り
唄
い
手
募
集 

 

盆
踊
り
最
終
日
（
14
日
（土
））
、
ヤ
グ
ラ
の
上
で
盆

踊
り
曲
を
唄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
対
象
と
な
る
曲
目

と
、
申
し
込
み
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
、
盆
踊
り
練
習
会
の
ど
ち

ら
か
の
日
程
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
我
こ
そ
は
、
と

い
う
「
の
ど
自
慢
」
の
方
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

【
曲
目
】
マ
ッ
コ
ウ
音
頭
、
東
京
音
頭 

【
申
込
先
】
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
事
務
局 

 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内 
 

２
―
２
５
８
７
） 

【
申
込
締
切
】
８
月
８
日
（日
） 

小
笠
原
村
観
光
協
会
窓
口
に
て
、
花
火
大
会
の
ご

寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
年
も
島
民
み
ん
な

の
力
で
大
き
な
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
ょ
う
！ 

 

●
問
合
せ
先 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

 

２
―
２
５
８
７ 

花
火
大
会
開
催
に
伴
う 

立
入
禁
止
区
域
等
の
設
定 

 

８
月
13
日
（金
）午
後
８
時
30
分
に
二
見
港
第
一

物
揚
場
（青
灯
台
岸
壁
）で
花
火
の
打
ち
上
げ
を
行
い

ま
す
。 

危
険
防
止
の
た
め
、
次
の
図
の
よ
う
に
「
立
入
禁

止
区
域
」「
車
両
通
行
止
」
「船
舶
進
入
禁
止
区
域
」「着

岸
禁
止
区
域
」を
設
定
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

 
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

２
―
２
１
８
７ 

                        

小
笠
原
村
商
工
会
職
員
募
集 

 

【
職
種
】
業
務
支
援
員
（一
般
職
員
） 

【
募
集
人
数
】
１
名 

【
採
用
日
】
11
月
１
日
（月
） 

【
勤
務
地
】
小
笠
原
村
父
島 

【
勤
務
内
容
】
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
記
帳
指 

導
、
記
帳
代
行
、
記
帳
機
械
化
指
導
、
事
務
代

行
お
よ
び
一
般
事
務 

等 

【
勤
務
時
間
】
１
日
８
時
間
（週
40
時
間
） 

【
受
験
資
格
】
小
笠
原
村
に
住
居
が
あ
り
、
高
校
卒

業
以
上
で
昭
和
45
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

【
採
用
条
件
】
採
用
後
、
商
業
簿
記
３
級
検
定
以
上

を
取
得
す
る
こ
と 

【
選
考
方
法
】
論
文
お
よ
び
面
接 

                        

【
試
験
日
】
９
月
27
日
（月
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

【
会
場
】
商
工
観
光
会
館
２
階 

【
申
込
方
法
】
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
・
押
印
し
写

真
を
貼
付
け
、
健
康
診
断
書
（３
ヶ
月
以
内
の

も
の
）を
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
締
切
】
９
月
10
日
（金
）午
後
５
時
ま
で 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（宮
之
浜
海
岸
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
月
は
、
宮
之
浜
海
岸
で
行
い
ま
す
。 

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
も
よ
く
利
用
す
る
海
岸 

を
、
安
心
し
て
楽
し
め
る
綺
麗
な
砂
浜
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
24
日
（火
）午
前
６
時
集
合 

 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
宮
之
浜
海
岸 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
夏
の
特
別
展 

 
 ◎

「
南
島
の
足
あ
と
」
〜
守
っ
て
い
こ
う
、 

こ
の
景
色
と
生
き
も
の
た
ち
〜 

 

 

返
還
か
ら
現
在
ま
で
南
島
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
景
観
や
動
植
物
な
ど
何
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
？ 

 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
10
月
中
旬
ま
で
） 

 

８
月
は
毎
日
開
館 

 
 

 

夜
間
開
館
や
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
街

中
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 
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小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

 

予
防
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て 

  

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
か
か

っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

【
助
成
方
法
】 

接
種
後
、
領
収
書
、
母
子
手
帳
、
印
鑑
、
振
込

先
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
を
村
役
場
村
民
課
福

祉
係
又
は
、
母
島
支
所
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。 

【
助
成
額
】
１
回
に
つ
き
上
限
７
０
０
０
円 

【
対
象
者
】
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
時 

に
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
。 

【
申
請
期
限
】
接
種
日
よ
り
１
年
以
内 

 

※
す
で
に
接
種
さ
れ
て
い
る
方
も
助
成
対
象
と
な

り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン 

 

予
防
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て 

  

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
か
か

っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

【
助
成
方
法
】 

接
種
後
、
領
収
書
、
母
子
手
帳
な
ど
接
種
を
証

明
で
き
る
も
の
、
印
鑑
、
振
込
先
口
座
番
号
が
分

か
る
も
の
を
村
役
場
村
民
課
福
祉
係
又
は
、
母
島

支
所
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。 

【
助
成
額
】
１
回
に
つ
き
上
限
１
万
円 

【
対
象
者
】 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
に
、
小
笠

原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
で
、
小
学
６
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
に
相
当
す
る
女
子
。 

【
申
請
期
限
】
接
種
日
よ
り
１
年
以
内 

 

※
す
で
に
接
種
さ
れ
て
い
る
方
も
助
成
対
象
と
な

り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（母
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方 

 

は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
８
月
26
日
（木
）午
後
２
時
〜
３
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

育
児
学
級
・
離
乳
食
の
会
（母
島
） 

 

栄
養
士
と
島
の
食
材
を
使
っ
た
離
乳
食
を
作
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
対
象
者
に
は

個
別
に
通
知
し
ま
す
。
対
象
で
な
い
方
で
ご
希
望
の

方
は
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
４
か
月
か
ら
８
か
月
の
お
子

様
と
保
護
者
。 

【
日
時
】
８
月
28
日
（土
） 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

【
場
所
】
母
島
支
所 

【
必
要
な
も
の
】
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。） 

【
日
時
】
８
月
25
日
（水
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
必
要
な
も
の
】
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

保
健
所
専
門
医
相
談 

 

精
神
科
医
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。「
夜
眠
れ

な
い
」「
気
分
が
落
ち
込
む
」
な
ど
、
心
の
問
題
に
関

す
る
事
で
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
３
日
（火
） 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

 

《
場
所
》
支
庁
母
島
出
張
所
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
４
日
（水
） 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

午
後
２
時
〜
４
時 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

 

認
知
症
に
つ
い
て
講
演
会
の
開
催 

 

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
今

回
は
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
と
同
時
開

催
で
、
受
講
者
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
印
で
あ
る
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
授
与
し
ま
す
。「
小
笠
原
ス
マ
イ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
８
月
４
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

※
母
島
で
は
村
役
場
支
所
大
会
議
室
で
テ
レ
ビ
回

線
を
使
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
講
師
】 

田
中 

祐
先
生 

（
東
京
都
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
援
助

医
長
） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２６，２３０ (+1,130) １３，１２０ (+570) 
特 ２ 等 ３８，０２０ (+1,640) １９，０１０ (+820) 
１ 等 ５２，４５０ (+2,260) ２６，２３０ (+1,130) 
特 １ 等 ５９，８２０ (+2,580) ２９，９２０ (+1,290) 
特 等 ６５，６２０ (+2,830) ３２，８２０ (+1,420) 
２等（学割） ２０，９９０ (+910)  

２等 
（身体障害者割引） 

１３，１２０ (+570)  ６，５７０ (+290) 
村民割引 
（往復）２等 ３５，３９０ (+510) １７，７００ (+250) 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，６６０ (＋456) 

２  等  品 １４，５７９ (＋425) 

３  等  品 １３，４１１ (＋391) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５６９ (＋46) 

０．０７５トン以下  １，１６８ (＋34) 

 

８月の燃料油価格変動調整金  

 ８月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，７９０ （+726） 

２  等  品 ８，２４０ （+680） 

３  等  品 ７，６９１ （+635） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８８１ （+73） 

０．０７５トン以下 ６６４ （+55） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，３５０ (+570) ２，１８０ (+290) 

１ 等 ８，６９０ (+1,130) ４，３５０ (+570) 

村民割引 
（往復）２等 ５，６６０ (+740) ２，８４０ (+380) 

 



  NO．572   平成 22（2010）年 8 月 1 日（日）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-7- 

金
児 

千
鶴 

（
小
笠
原
村
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

    

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（国
際
自
然
保
護
連
合
）の 

小
笠
原
諸
島
調
査
に
つ
い
て 

 

 

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
小
笠
原
諸
島

の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
あ
た
り
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（国
際

自
然
保
護
連
合
）
の
調
査
員
（
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ャ   

 

デ
ィ
ー
さ
ん
、
ナ
オ
ミ
・
ド
ー
ク
さ
ん
）２
名
が
７
月

４
日
か
ら
13
日
の
間
、
来
島
し
ま
し
た
。 

お
２
人
共
々
、
小
笠
原
の
暑
さ
に
め
げ
る
こ
と
な

く
、
10
日
間
精
力
的
に
小
笠
原
諸
島
の
視
察
・
調
査

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
帰
り
の
際
に 

 

は
、
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
、
ナ
オ
ミ
さ
ん
の
お
２
人
か 

 
 

ら
、「
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
て
、
島
民
の
方
々
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

視
察
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
島
民
の
皆 
 

様
、
ご
対
応
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

【
調
査
行
程
概
要
】 

 

○
７
月
４
日 

父
島
着 

父
島
現
地
調
査
（
長
崎
展
望
台
、
傘
山
、
ア

カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
・
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
）

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
視
察 

南
硫
黄
島
調
査
説
明 

 

○
７
月
５
日 

硫
黄
島
三
島
船
上
視
察 

（硫
黄
島
三
島
ク
ル
ー
ズ
） 

ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
視
察 

 

○
７
月
６
日 

兄
島
現
地
調
査
、
父
島
ヘ
リ
視
察 

法
律
（自
然
公
園
法
な
ど
）説
明 

歓
迎
会 

 

○
７
月
７
日 

父
島
地
質
船
上
視
察 

母
島
ヘ
リ
視
察 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
説
明 

オ
オ
コ
ウ
モ
リ
観
察 

 

○
７
月
８
日 

父
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
視
察 

外
来
種
対
策
視
察
、
説
明 

父
島
意
見
交
換
会 

 

○
７
月
９
日 

 

南
島
視
察 

 

○
７
月
10
日 

鳥
類
・
地
質
等
説
明 

母
島
へ 

向
島
現
地
調
査 

陸
産
貝
類
視
察 

星
空
観
察 

 

○
７
月
11
日 

石
門
現
地
調
査 

母
島
地
質
船
上
視
察 

母
島
意
見
交
換
会 

 

○
７
月
12
日 

南
崎
現
地
調
査 

御
幸
浜
現
地
調
査
、
父
島
へ 

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
か
ら
関
係
機
関
へ
の
プ
レ
ゼ
ン 

 

○
７
月
13
日 

記
者
会
見
、
父
島
発 

【
今
後
の
予
定
】 

 

こ
の
現
地
調
査
終
了
後
、
課
題
対
応
・
追
加
資
料

要
請
な
ど
の
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
、
平
成
23
年
５

月
頃
ま
で
に
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
は
評
価
報
告
書
を
作
成 

 

し
、
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
23

年
夏
ご
ろ
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い

て
、
小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
可
否
が

決
定
さ
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

３
つ
の
小
笠
原
村
指
定
有
形
文
化
財 

  

７
月
22
日
の
小
笠
原
村
教
育
委
員
会
に
お
い 

て
、
３
つ
の
石
碑
が
小
笠
原
村
指
定
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
村
に
と
っ
て
、
村
指
定
の
文
化
財
は
こ
の

３
つ
が
初
め
て
の
指
定
と
な
り
ま
す
。 

○
漂
流
者

ひ
ょ
う
り
ゅ
う
し
ゃ

冥
福

め
い
ふ
く
の

碑 ひ

（父
島
字
奥
村
・
咸
臨
丸
墓
地
） 

 
 

１
８
６
２
年
（
文
久
２
年
）
幕
府
の
手
に
よ 

 

り
、
小
笠
原
島
に
漂
流
し
亡
く
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

す
。 

 
 

同
時
期
に
建
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
小
笠
原
新

治
碑
（父
島
字
扇
浦
）と
と
も
に
、
当
時
の
幕
府
の

外
交
姿
勢
を
示
す
歴
史
的
資
料
で
す
。 

 
 

１
９
９
３
年
（平
成
５
年
）に
、
小
笠
原
村
が
碑

を
掘
り
起
こ
し
、
他
の
墓
石
等
と
と
も
に
、
周
り

か
ら
一
段
高
く
し
、
土
砂
に
埋
も
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。 

             

○
にに

ほ
へ

ほ

へ

の

碑ひ

（父
島
字
扇
浦
・
小
笠
原
神
社
横
） 

 
 

１
８
６
２
年
（文
久
２
年
）幕
府
の
小
人
目
付
・

原
又
吉
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
幕
府
の
小
笠
原
島
開
拓
時
、
八
丈
島
か
ら
や

っ
て
き
た
移
民
の
子
ど
も
た
ち
に
読
み
書
き
習
字

を
教
え
た
こ
と
を
今
に
伝
え
る
も
の
で
す
。 

 
 

明
治
期
に
な
っ
て
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
倒
れ

て
し
ま
っ
て
い
た
「
に
ほ
へ
碑
」
を
、
村
民
が
建

て
な
お
し
ま
し
た
。 

短
い
間
で
し
た
が
、
小
笠
原
に
お
け
る
最
初
の

教
育
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
貴
重
な
も
の
で

す
。 

            
 

○
蟲む

し

塚づ
か

（母
島
字
船
見
台
・
沖
村
墓
地
入
口
） 

 
 

１
９
３
５
年
８
月
５
日
（昭
和
10
年
）
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
す
。 

              
 

蟲
塚
は
、
母
島
に
産
出
す
る
ロ
ー
ス
石
で
で
き

て
い
ま
す
。
蟲
塚
を
支
え
て
い
る
台
石
も
ま
た
ロ

ー
ス
石
で
で
き
て
い
ま
す
。 

 
 

母
島
の
農
業
が
戦
前
も
っ
と
も
盛
ん
に
な
っ
て

い
く
時
代
の
も
の
で
、
小
笠
原
村
の
歴
史
、
文
化
・

漂流者冥福碑 

（父島字奥村・咸臨丸墓地） 

蟲塚 

（母島字船見台・沖村墓地入口） 

にほへ碑 

（父島字扇浦・小笠原神社横） 
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民
俗
等
の
理
解
の
た
め
に
必
要
な
歴
史
的
資
料
で

す
。 

 
 

天
栄
寺
住
職
（清
見
寺
住
職
兼
職
）に
よ
り
、
今

も
毎
年
蟲
塚
の
前
で
虫
供
要
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
ほ
ね
ほ
ね
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

  

現
在
、
東
京
・
上
野
に
あ
る
国
立
科
学
博
物
館
で

は
、「
大
哺
乳
類
展〜

海
の
な
か
ま
た
ち〜

」

が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
大
変
賑
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
シ

ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
の
全
身
複
製
骨
格
や
マ
ッ
コ
ウ
ク

ジ
ラ
の
頭
骨
、
そ
の
他
に
も
約
70
種
の
海
棲
哺
乳
類

の
標
本
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
開

催
に
あ
た
り
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
も
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
鳴
き

声
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
東
京
・
品
川
に
あ
る
東
京
海
洋
大
学
の
鯨
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
は
世
界
で
も
珍
し
い
セ
ミ
ク
ジ
ラ
と
コ

ク
ク
ジ
ラ
の
全
身
骨
格
、
ツ
チ
ク
ジ
ラ
の
頭
骨
が
展

示
し
て
あ
り
、
誰
で
も
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

特
に
コ
ク
ク
ジ
ラ
は
鯨
類
の
中
で
も
貴
重
種
で
、
絶

滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
全
身
骨
格
は
今
年

の
４
月
に
お
披
露
目
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
の
コ

ク
ク
ジ
ラ
は
２
０
０
５
年
７
月
に
宮
城
県
の
定
置
網

に
親
子
で
混
獲
さ
れ
た
も
の
で
、
詳
細
な
計
測
、
標

本
採
集
を
行
っ
た
後
、
全
身
骨
格
に
し
た
そ
う
で
す
。

母
親
は
品
川
、
子
ど
も
は
宮
城
県
石
巻
市
に
あ
る
「
お

し
か
ホ
エ
ー
ル
ラ
ン
ド
」
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

博
物
館
や
大
学
が
所
有
し
て
い
る
骨
格
は
教
育
・
研

究
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
も
マ
ダ
ラ
イ
ル
カ
や
カ
ズ
ハ
ゴ
ン
ド 

ウ
、
ア
カ
ボ
ウ
ク
ジ
ラ
科
鯨
類
の
骨
格
標
本
を
所
有

し
て
い
ま
す
。
小
笠
原
中
学
校
で
の
総
合
学
習
や
Ｉ

Ｗ
Ｏ
の
勉
強
会
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
博
物
館
の

よ
う
に
常
に
展
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
問
題
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
Ｏ
Ｗ
Ａ
に
訪
れ
る
人

の
目
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
そ
う
と
そ
の
方
法
を
模

索
中
で
す
。 

 

普
段
、
海
で
泳
ぐ
姿
し
か
見
て
い
ま
せ
ん
が
、
た

ま
に
は
彼
ら
の
骨
格
標
本
を
じ
っ
く
り
眺
め
て
み
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

 

 

 

◎
イ
ル
カ
調
査
隊
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
補
助
調
査
員 

募
集
の
お
知
ら
せ
（予
告
）

 

 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
２
０
０
３
年
か
ら
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ

イ
ル
カ
の
個
体
識
別
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
地

調
査
・
調
査
結
果
の
入
力
作
業
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
補
助
調
査
員
（村
内
在
住
）を
募
集
し
ま
す
。
詳

細
は
今
月
中
旬
以
降
の
村
掲
示
板
に
掲
示
予
定
の
ポ

ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 
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海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
111 

 

―
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
― 

 

先
日
、
母
島
の
調
査
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
母
島

で
は
、
す
で
に
何
巣
か
で
ふ
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
父
島
で
は
ブ
タ
海
岸
の
４
月
26
日
の
産
卵
が
最

も
早
く
、
ま
だ
未
調
査
で
す
が
、
す
で
に
ふ
化
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

で
は
、
ふ
化
と
は
何
を
指
す
か
ご
存
じ
で
す
か
。

卵
か
ら
卵
角
（鼻
と
口
の
間
に
あ
る
ふ
化
時
だ
け
に

み
ら
れ
る
突
起
）
を
使
っ
て
顔
を
出
す
こ
と
を
ふ
化

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
卵
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん

（胚
）が
卵
角
を
使
っ
て
卵
を
割
っ
た
時
点
か
ら
、
殻

か
ら
完
全
に
抜
け
出
す
ま
で
を
ふ
化
と
い
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
殻
の
中
に
後
肢
の
一
部
で
も
残
っ
て
い
る

と
ま
だ
稚
ガ
メ
で
は
な
く
、
胚
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

小
笠
原
で
も
、
か
つ
て
ふ
化
率
を
調
べ
る
と
き 

 

に
、
こ
の
段
階
の
胚
を
ふ
化
稚
亀
と
し
て
い
た
た 

め
、
見
か
け
上
ふ
化
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

稚
ガ
メ
が
ふ
化
し
た
後
、
地
表
に
出
て
く
る
こ
と

を
「
脱
出
」
と
い
い
ま
す
。
実
は
、
ふ
化
か
ら
脱
出

ま
で
砂
の
質
や
卵
の
深
さ
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す 

が
、
４
日
か
ら
７
日
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
こ
の 

 

間
、
稚
ガ
メ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
脱
出
す
る
の
で 

し
ょ
う
か
。
下
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
親
亀
が
卵

を
産
む
た
め
に
掘
る
穴
は
、
こ
の
よ
う
に
壺
型
に 

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
形
は
稚
ガ
メ
が
脱
出
す
る
と

き
に
非
常
に
重
要
で
す
。
外
側
に
あ
る
卵
は
ふ
化
寸

前
に
周
り
の
水
分
を
吸
収
し
て
パ
ン
パ
ン
に
膨
張
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
周
り
の
砂
が
固
ま
り
、
ふ

化
し
た
と
き
に
卵
の
中
の
羊
水
と
卵
と
卵
の
ス
ペ
ー

ス
が
、
稚
ガ
メ
が
脱
出
す
る
た
め
の
空
間
を
維
持
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
日
に
数
回
稚
ガ
メ
が
動
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
空
間
の
周
り
の
砂
が
落
ち
て
き 

て
、
空
間
自
体
が
上
に
移
動
し
て
い
き
ま
す
。
地
表

に
近
づ
く
と
、
小
さ
な
穴
が
空
間
に
陥
入
し
、
稚
ガ

メ
た
ち
は
、
そ
の
穴
か
ら
次
か
ら
次
へ
と
地
表
に
出

て
き
て
、
海
に
向
か
い
ま
す
。
ふ
化
か
ら
脱
出
ま
で

の
こ
の
時
期
が
ウ
ミ
ガ
メ
に
と
っ
て
唯
一
の
集
団
行

動
と
な
り
、
そ
の
後
は
単
独
行
動
に
移
り
ま
す
。 

も
し
、
卵
の
穴
が
壺
型
に
な
っ
て
い
な
い
と
、
こ

の
よ
う
な
空
間
の
維
持
が
難
し
く
、
砂
に
埋
も
れ
て

し
ま
い
、
稚
ガ
メ
が
そ
の
中
に
取
り
残
さ
れ
て
脱
出

で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

                

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 
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東京海洋大学にある鯨ギャラリー 

写っているのはセミクジラの全身骨格 

母亀の掘った壺型の穴が、稚ガメが脱出する

空間を維持します。内地の多くの人工ふ化場

では、壺型の穴を掘らずにスコップなどで寸

胴型にするため、ふ化率は50%に達していない

ところが多くあります。 
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① 今までできていたのに… 

・職場、あるいは家庭内において、今までできていた仕事や作業がこなせなくなった。 

・簡単な計算の間違いが多くなった。 

② 記憶があやふや 

・同じことを言ったり聞いたりする。 

・人と会う約束やその日時を忘れる。 

・最近の出来事が思い出せない。 

・大切な物をなくしたり、置き忘れたりする。 

・水道やガス栓の締め忘れが目立つようになった。 

・物の名前が出てこなくなった。 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １２６ 号  ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：認知症サポーターってどんなことをするのですか？ 
 

保健師：では、スマイルプロジェクトの講師を務める、ケアマネージャーの金児（かねこ）氏に聞

いてみましょう！ 
 

金児氏：「スマイルプロジェクト（認知症サポーター養成講座）」を受けた人は自動的に「認知症サ

ポーター」になります。認知症サポーターは何かを特別にやってもらうものではありませ

ん。認知症を正しく理解してもらい、認知症の人や家族を温かく見守る応援者になっても

らいます。そのうえで、自分のできる範囲で活動できればいいのです。 
 

クジラ：なるほど、そういえば私のおじさんのマッコウさん、最近どこかに泳ぎに行ったまま 2～

3 日帰ってこないことがあるのですよ。この間はウミガメさんが連れてきてくれました。 
 

保健師：少し心配ですね。でも、マッコウさんを支えてくださるご近所さんがいるのは素敵ですね！ 
 

クジラ：私も誰かの支えになりたいので、スマイルプロジェクトに参加します!!! 
 

保健師：ぜひ参加してください！みんなで小笠原に笑顔の輪を広げましょう!! 

 

小笠原村では、認知症の人とその家族の応援者である「認知症サポーター」を養成  

し、認知症になっても安心して暮らせるまちづくり『小笠原スマイルプロジェクト』を始

めます。サポーターには年齢、性別等に関係なく誰でもなることができます。スマイルプ

ロジェクトに参加して、認知症を基礎から学んでみませんか。認知症の方への理解を深め

ることで、きっとあなたの生活も豊かになるはずです。 

に ん ち し ょ う 

みなさん、認知症という言葉を聞いたことはありますか？ 言葉自体を知っていてもあまり身近に感じる機会がな

いかもしれません。長寿大国日本ですが、現在 85 歳以上の 4 人に 1 人が認知症といわれる時代になりました。あ

なたの大切な家族やご友人に、以下のようなことはありませんか？ 気づいてあげられるのは医師や保健師ではな

く、一番身近にいるあなたかもしれません。 

 

③ いま何時？ ここはどこだっけ？ 

・時間や場所の間隔が不確かになった。 

・慣れているところで道に迷った。 

④ どうもやる気が… 

・今まで好きだった物に対して、興味、関心がなくなった。 

・日課をしなくなった。 

・身だしなみに気をかけなくなった。 

⑤ 性格が変わった？ 

・ささいなことで怒りっぽくなった。 

・以前よりもひどく疑り深くなった。 



自衛官募集開始（～9/1０）

高校図書館開放

ＳＦ　シマアジ放流

海上保安官になり隊！(小学１～３年生）

母島巡回労働相談 ＳＦ　ウミガメ放流

固定資産税の納付期限

海上保安官になり隊！(小学４～６年生・中学生)

地域振興に係る人材育成事業申込開始（～9/30）

保健所専門医相談（母島） 入港日

海上保安官応募締切 東京三弁護士会による法律相談（母島）

ＳＦ　ウミガメ放流

19 木

20 金

16 月

17 火

18 水

1 日

2 月

3 火

日付 曜日 行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

入・出港日

入・出港日

ＳＦ　ウミガメ放流

東京三弁護士会による法律相談（父島）

保健所専門医相談（父島） ＳＦ　さざんくろす体験航海

認知症について講演会 ＳＦ　南洋踊り＆ＫＡＫＡ

高校図書館開放

定期予防接種

もっと身近に小笠原展（内地～８日） 出港日

東京都自然ガイド講習会申込開始（～9/6）

ＳＦ　夜店出店説明会 高圧ガス・液化石油ガス国家試験願書受付開始（～9/3）

ＳＦ　小笠原ＪＡＭＭＩＮ 農業センターであそび隊！

ビーチクリーン（宮之浜海岸）

ＳＦ　野外映画会

高校図書館開放

ＳＦ　盆踊り唄い手募集締切 ヘルスアップ教室（父島）

ＳＦ　星空観望会

乳幼児健診・歯科健診（母島）

22 日

25 水

23 月

24 火

21 土

7 土

8 日

9 月

4 水

5 木

6 金

入・出港日

入・出港日

乳幼児健診・歯科健診（母島）

行政相談所の開設 ＳＦ　星空観望会

ＳＦ　盆踊り練習

入港日

電話による無料法律相談

村民意見・提案・相談受付

ＳＦ　盆踊り練習 育児学級・離乳食の会（母島）

ＳＦ　盆踊り ＳＦ　フラオハナ

森林生態系保護地域への入林受付 高校図書館開放

東京都職員（海技）応募締切 ＳＦ　Ｎｅｗｓボニンタイム

ＳＦ　大花火大会･盆踊り

出港日

母島巡回労働相談

ＳＦ　盆踊り

村民税・都民税の納期限

村営バス夏季臨時ダイヤ終了 後期高齢者医療保険料の納期限

30 月

27 金

28 土

29 日

26 木

13 金

14 土

10 火

11 水

12 木

9 月

入・出港日

入・出港日

村営バス夏季臨時ダイヤ終了 後期高齢者医療保険料の納期限

小笠原諸島戦没者追悼式典 野ネコ対策事業捕獲集中期間開始（～9/5）

高校図書館開放 母島観光協会職員応募締切

31 火
15 日


